
   姫路市公式ウェブサイト広告掲載基準 

（趣旨） 

第１条 この基準は、姫路市広告事業実施要綱（平成２０年４月１日制定。以下「要

綱」という。）第３条第２項並びに姫路市公式ウェブサイト広告事業実施要領（平

成２０年１０月１日制定。以下「要領」という。）第４条及び第５条に規定する基

準として定めるものであり、市公式ウェブサイトへのバナー広告掲載の可否及びそ

の他の事項についての判断は、この基準により行うものとする。 

（個別の基準） 

第２条 市長は、この基準に定めるもののほか、広告の内容及び広告の表現等に関す

る個別の基準が必要な場合は、別途基準を設けることができるものとする。 

（対象範囲） 

第３条 次条から第６条までに規定する基準は、バナー広告のリンク先のウェブサイ

トの内容等についても対象とする。 

（規制する業種及び内容） 

第４条 次に掲げる内容に関する広告は掲載しないものとする。 

(1) 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２

号）に規定する風俗営業及びその類似営業又は兵庫県青少年愛護条例（昭和３８

年兵庫県条例第１７号）により規制される営業行為に関するもの 

(2) 公の選挙又は投票の事前運動に関するもの 

(3) たばこの販売、喫煙の促進に関するもの 

(4) 貸金業法（昭和５８年法律第３２号）第２条第１項に規定する貸金業に関する

もの 

(5) ギャンブルに関するもの（国又は地方自治体等の公共団体が、法令に基づき運

営するものを除く。） 

(6) 占い、運勢判断に関するもの 

(7) 興信、探偵に関するもの 

(8) 債権取立て、示談引受け、身元保証等に関するもの 

(9) 人材募集、人材派遣に関するもの 



(10) フランチャイズチェーンの募集に関するもの 

(11) 消費者保護の観点から適切でないものとして、次のいずれかに該当するもの 

ア マルチ商法、催眠商法等の悪質商法又はそれらと類似のもの 

イ 将来の利益を誇示するもの又は元本保証と認識されるような投資信託等の

投資勧誘に関するもの 

ウ 医薬品、医薬部外品、化粧品、健康食品などの広告で、許可の範囲を超えた

効果や効能、安全性を強調するもの 

エ エステティックサロン、美顔、痩身、脱毛、植毛、美容整形などで医療法上

の診療科目以外の医療類似行為、施術、サービスに関するもの 

オ その他内容について消費者に誤解を与える恐れのあるもの 

(12) 非科学的な根拠又は迷信に類するもの 

(13) 社会問題についての主義主張や係争中の事件に関する声明広告等に関するも

の 

(14) 虚偽の内容に関するもの 

(15) その他社会通念上、掲載することが不適当と思われる業種又は内容に関する

もの 

（規制事業者） 

第５条 次に掲げる定める事業者の広告は掲載しないものとする。 

(1) 法令等に基づく必要な許可等を受けることなく業を行う者 

(2) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第

２条第２項に定める暴力団その他の反社会的団体及び特殊結社などの団体  

(3) 姫路市市税を滞納している者 

(4) 姫路市登録業者指名停止等措置要綱（昭和６２年６月２５日制定）に定める指

名停止の措置要件に該当する者 

(5) 行政機関から是正命令などの不利益処分を前提とした行政指導を受け、改善を

行わない者 

(6) 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）による再生又は会社更生法（平成１

４年法律第１５４号）若しくは会社更生法（昭和２７年法律第１７２号）に基づ



く更正手続き中の者 

(7) 個人又は法人格を持たず個人で事業を営む者（各士業法に基づく個人事業者を

除く。） 

(8) その他社会通念上掲載することが不適当と思われる者 

（規制表現） 

第６条 次に掲げる表現を含む広告は掲載しないものとする。 

(1) 他をひぼうし、中傷し、又は排斥しようとするもの又はそのおそれがあるもの 

(2) 閲覧者を惑わせ又は不安を与えるおそれのあるもの 

(3) 広告内容、広告主が明確でないもの 

(4) 広告主が国、地方公共団体その他の公共の機関と誤解を与えるおそれのあるも

の又は国、地方公共団体その他の公共の機関が広告主若しくは広告内容等を推奨、

保証、指定等をしているかのような誤解を与えるおそれのあるもの 

(5) 事実に反して無償若しくは非営利であることを連想させ、又は公共性を過度に

強調しようとするもの 

(6) 皇室関係の写真、紋章を使用したもの 

(7) 模倣、盗作とみなされるおそれのあるもの 

(8) 過度に投機、射幸心をあおるおそれのあるもの 

(9) 市公式ウェブサイトの一部であると誤解を与えるおそれのあるもの 

(10) 暴力又は犯罪、わいせつ性を連想・想起させるもの 

(11) 不快感、嫌悪感を持たせるもの 

(12) 特定の者又は商品、サービスと比較し、広告内容の優位性を強調しようとす

るもの 

(13) 男女の性差別又は性別による固定的な役割分担若しくは固定観念を助長する

おそれのあるもの（姫路市「男女平等に関する表現指針」に抵触するおそれの

あるもの） 

(14) 青少年の健全育成の観点から不適当と思われる表現のもの 

(15) 広告の主旨が明確でないもの 

(16) 広告主又は広告主の責任の所在が明確でないもの 



(17) 法令に基づく手続を経ずに、第三者の保有する商標、意匠、特許等を使用す

るもの 

(18) 広告主以外の第三者による有料広告が掲載されているウェブサイトへ誘導し

ようとするもの 

（バナー広告の規格及び掲載位置） 

第７条 広告の規格及び掲載位置は、次のとおりとする。 

掲載位置 広告枠数 

市公式ウェブサイトのトップページ下部 １０個程度 

姫路城公式ウェブサイトのトップページ下部 １０個程度 

「防災・くらし・手続き」メニューページの下部 ５個程度 

「観光・文化・スポーツ」メニューページの下部 ５個程度 

「産業・経済・ビジネス」メニューページの下部 ５個程度 

「市政情報」メニューページの下部 ５個程度 

２ 画像ファイルはＪＰＥＧ、ＰＮＧのいずれかの形式で、容量が２００ＫＢ以下で

あること。 

３ 画像に用いる色及び形、文字については、日本産業規格に定める基準（ＪＩＳ Ｘ 

８３４１：２０１６の１．４．３コントラストに規定する事項）に準拠すること。 

４ バナー画像には、画像の主たる背景色と異なる色を用いて境界線を施すこと。 

５ 画像には、次に掲げるデザインを使用してはならない。 

(1) 警告、注意などを示すアラートマーク又はダイアログの機能を模したもの 

(2) ボタン、ラジオボタン、テキストボックス、コンボボックス、リストボックス

等、ホームページ上で選択又は入力可能な部品として認識されている機能を模し

たもの 

(3) 「スタートボタン」など、オペレーティングシステム又はアプリケーションソ

フトで汎用的に使用されている機能を模したもの 

(4) バナー画像と市のウェブページが一体化し、境界が不明確になるもの 

    附 則 

 この基準は、平成２０年１０月１日から施行する。 



    附 則 

 この基準は、平成２１年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この基準は、平成２２年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この基準は、平成２８年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この基準は、令和５年１月１日から施行する。 


